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新しい夏牧草の導入を目指して 
 
              現地検討会を開催しました  
                        

 久留米普及指導センターでは、9月７日に朝倉市蜷
ひな

城
しろ

地区において、朝倉普及指導

センターおよび朝倉地域担い手・産地育成協議畜産部会と連携して、夏牧草「テフグ

ラス」の現地検討会を開催しました。本地区は自給飼料の栽培に熱心な地域であり、

当日は指導関係者８名が出席しました。 

夏牧草は、毎年の梅雨の大雨の影響により収量が減少する事例が見られ、湿害に強

い新しい草種の導入が望まれていました。一方、「テフグラス」は湿害に強いと言わ

れているものの、その特性は不明な点が多く、酪農家が導入する際、判断材料が乏し

い状況でした。そこで「テフグラス」の生育特性を明らかするため、展示ほを設置し、

播種から収穫まで、栽培上の課題等について検討しました。 

現在、①播種３日後から発芽を開始、生育はとても早い、②8月の大雨でも湿害は

見られない、③草丈が 80cm を超えると強風で倒伏しやすい等を確認しており、検

討会では、出席者からは「牛のどの発育ステージでの給与を考えているのか」、「牧草

の栄養価は高いのか」等の質問があり、テフグラスへの関心の高さがうかがえました。 

 今後も普及指導センターでは、関係機関と連携しながら調査の取りまとめと情報提

供を行い、「テフグラス」の導入を検討している酪農家への支援を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ  TEL  0942-47-5101 

              FAX  0942-47-5105 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.pref.fukuoka.lg.jp/soshiki/4705101/ 

 

果樹畜産課   畜産係  

テフグラスの草姿（展示ほ） 意見交換する指導関係者 


